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要
旨

　
『
冬
の
日
注
解
』（
升
六
著
、
文
化
六
年
菊
舎
太
兵
衛
刊
）
に
つ
い
て
、
諸
版
本

を
調
査
し
た
上
で
、
現
存
す
る
板
木
一
枚
を
手
掛
か
り
に
全
体
の
板
木
の
仕
立
て

方
を
推
察
し
、
そ
の
出
版
の
背
景
に
重
板
（
海
賊
版
）
絡
み
の
問
題
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
俳
諧
七
部
集
、
冬
の
日
、
板
木
、
版
権

　
『
冬
の
日
注
解
』
の
板
木
に
つ
い
て
は
平
成
十
二
年
十
月
に
記
者
発
表
を
行
い
、

各
紙
の
記
事
に
概
略
は
紹
介
済
み
で
あ
る
が
、
そ
の
折
に
は
意
を
尽
く
せ
な
か
っ

た
こ
と
も
含
め
、
こ
こ
数
年
間
の
板
木
再
調
査
及
び
版
本
と
の
照
合
の
過
程
で
新

た
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
同
書
の
出
版
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

き
た
い
。

『
冬
の
日
注
解
』
の
版
本

　

先
ず
は
管
見
に
入
っ
た
版
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。『
冬
の
日
注

解
』
の
版
本
は
、
文
化
六
年
の
年
記
の
入
っ
た
Ⅰ
文
化
六
年
版
と
、
年
記

の
無
い
Ⅱ
刊
年
不
明
版
の
概
ね
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。

Ⅰ　

文
化
六
年
版

①
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
（
911
・
3
／
ｋ
ｏ
41
）

　

半
紙
本
一
冊
。
縦
224
×
横
157
粍
。
薄
縹
色
の
元
表
紙
。
綴
糸
は
白
で
、

は
ず
れ
か
か
っ
て
い
る
が
、
元
糸
と
見
受
け
ら
れ
る
。
表
紙
中
央
上
部
に

無
辺
白
地
元
題
簽
「
冬
の
日
注
解　

乾
」
を
貼
り
、「
乾
」
を
見
せ
消
ち

に
し
て
、
右
側
に
「
全
」
と
墨
書
き
す
る
。
乾
・
坤
二
冊
の
合
冊
本
。
章

末
図
1
参
照
。
な
お
、
題
簽
の
下
に
も
う
一
枚
の
題
簽
が
貼
っ
て
あ
り
、

一
部
を
剥
が
し
て
覗
い
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
同
じ
板
の
「
冬
の
日
注
解

乾
」
の
題
簽
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
が
「
坤
」
で
あ
れ
ば
合
冊
の
際
の
操

『
冬
の
日
注
解
』
の
板
木

*

永
　
井
　
一
　
彰

2013年 8 月29日受理　*文学部国文学科教授

130

論　
　
　

文



総　合　研　究　所　所　報 2

－　 －

作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
乾
」
を
二
枚
重
ね
貼
り
と
し
た
理
由
不
明
。
丁
付

は
版
芯
下
部
に
あ
る
。
乾
巻
は
、
寛
政
八
年
丙
辰
初
冬
玉
屑
観
応
序
二
丁
（
丁
付

な
し
）、
編
者
升
六
の
自
序
「
序
一
・
序
二
」、
凡
例
「
序
三
」、
本
文
「
上
一
〜

上
三
十
五
」。
坤
巻
は
本
文
「
下
一
〜
下
二
十
、二
十
一
〜
二
十
四
、
下
二
十
五
〜

下
三
十
八
」
で
、「
二
十
一
〜
二
十
四
」
の
四
丁
は
「
下
」
を
落
と
す
。
刊
記
は

下
三
十
八
裏
に
、「
冬
日
解　

小
本
一
冊
既
刻
／
闌
更
説　

車
蓋
著
」
と
い
う
広

告
に
並
べ
「
寛
政
八
辰
七
月
官
許
／
文
化
六
巳
正
月
発
兌
／
蕉
門
俳
諧
書
林
／
三

条
寺
町
西　

菊
舎
太
兵
衛
梓
」
と
あ
る
（
図
2
）。
そ
の
後
に
「
菊
舎
太
兵
衛
蔵
」

の
「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
三
丁
半
を
添
付
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
目
録
は
中
本
用

の
そ
れ
。
収
録
書
目
は
、
七
部
拾
遺
・
四
部
録
（
未
刻
）・
格
外
弁
・
三
草
紙
・

芭
蕉
談
・
冬
の
日
注
解
・
か
け
は
し
・
道
の
便
・
梅
翁
宗
因
発
句
集
・
世
説
・
芭

蕉
翁
消
息
集
・
去
来
文
・
麻
か
り
・
一
夜
四
歌
仙
・
同
続
・
蕉
門
中
興
六
家
集
・

四
季
詞
寄
袖
た
た
み
・
四
季
詞
寄
糸
車
・
蕪
村
七
部
集
・
同
文
集
（
未
刻
）・
玉
藻
集
・

樗
良
集
・
樗
良
拾
遺
・
百
家
仙
・
八
仙
歌
・
若
葉
集
・
伊
丹
風
流
・
今
風
流
・
桃

し
ろ
み
・
俳
題
正
名
・
俳
諧
新
式
・
俳
諧
一
枚
起
請
・
蕉
門
一
夜
口
授
・
季
寄
手

勝
手
の
三
十
四
点
。
中
に
文
化
六
年
一
月
刊
行
の
蕪
村
七
部
集
が
見
え
、ま
た「
同

文
集
」を
未
刻
と
し
て
載
せ
る
。
蕪
村
翁
文
集
の
刊
行
は
文
化
十
三
年
春
の
こ
と
。

従
っ
て
こ
の
「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は
概
ね
文
化
六
年
一
月
以
降
十
三
年
以
前
の

も
の
と
考
え
て
よ
く
、
時
期
的
に
は
『
冬
の
日
注
解
』
の
刊
記
に
ほ
ぼ
見
合
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

②
洒
竹
文
庫
蔵
本
（
洒
竹
3277
）
＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
。
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
白
地
元
題
簽
、「
冬
の
日
注
解　

乾
」「
冬

の
日
注
解　

坤
」。
乾
巻
の
題
簽
は
奈
良
大
本
と
同
板
。
内
容
は
、
乾
・
坤
と
も

奈
良
大
本
と
同
じ
で
、同
板
。
下
三
十
八
ウ
に
奈
良
大
本
と
同
じ
刊
記
。
た
だ
し
、

「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は
無
い
。

③
綿
屋
文
庫
蔵
Ａ
本
（
わ
・
201
・
37
）
＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

　

半
紙
本
一
冊
、
乾
坤
合
冊
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
元
表
紙
と
見
え
る
。
布
目
地
。

左
肩
に
無
辺
元
題
簽
、「
冬
の
日
注
解　

乾
坤
」。「
坤
」
の
部
分
は
書
き
入
れ

か
。
奈
良
大
本
と
同
板
。
内
容
も
乾
・
坤
と
も
奈
良
大
本
と
同
じ
で
、
同
板
。
下

三
十
八
ウ
に
奈
良
大
本
と
同
じ
刊
記
。「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は
無
い
。

④
綿
屋
文
庫
蔵
Ｂ
本
（
わ
・
201
・
38
）
＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
元
表
紙
と
見
え
る
。
布
目
地
。
中
央
上
部
に

無
辺
元
題
簽
、
乾
・
坤
と
も
同
じ
で
「
冬
の
日
注
解
」。
奈
良
大
本
と
は
異
板
。

内
容
は
乾
・
坤
と
も
奈
良
大
本
と
同
じ
で
、
同
板
。
下
三
十
八
ウ
に
奈
良
大
本
と

同
じ
刊
記
。「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は
無
い
。

⑤
中
大
図
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
、
元
表
紙
ら
し
く
見
え
る
。
坤
巻
、
題
簽
欠
。
乾
巻
、
表
紙
中
央

上
部
に
無
辺
元
題
簽
。「
冬
の
日
注
解　

乾
」。
②
の
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
同
板
。
下

三
十
八
ウ
に
奈
良
大
本
と
同
じ
刊
記
。「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は
無
い
。

⑥
京
大
潁
原
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
、
元
表
紙
ら
し
く
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
元

題
簽
。「
冬
の
日
注
解　

乾
」「
冬
の
日
注
解　

坤
」。
乾
坤
と
も
②
洒
竹
文
庫
蔵

本
に
同
板
。
下
三
十
八
ウ
に
奈
良
大
本
と
同
じ
刊
記
。「
蕉
門
俳
諧
書
目
録
」
は

無
い
。
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Ⅱ　

刊
年
不
明
版

　

こ
れ
は
、
ⅰ
巻
末
に
諸
名
家
の
句
集
を
添
え
る
も
の
と
、
ⅱ
そ
れ
が
無
い
も
の

の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。

ⅰ　

諸
名
家
句
集
添
付
本

⑦
竹
冷
文
庫
本
（
竹
冷
704
）
＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
。
乾
巻
、
題
簽
欠
。
坤
巻
、
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
元
題
簽
「
冬

の
日
注
解　

坤
」。
②
の
洒
竹
本
と
同
板
ら
し
。
本
文
は
、
乾
巻
は
奈
良
大
本
と

同
じ
で
同
板
。
坤
巻
も
三
十
八
丁
表
ま
で
は
奈
良
大
本
と
同
じ
で
同
板
。
但
し
、

三
十
八
丁
ウ
は
余
白
で
刊
記
な
し
。
余
白
部
右
下
に
墨
の
汚
れ
あ
り
。
巻
末
六
丁

（
丁
付
一
・
二
・
三
・
三
・
四
・
五
）
に
「
日
記
を
撰
て
諸
名
家
の
句
を
こ
ゝ
に
加
ふ
」

と
し
て
、
闌
更
以
下
諸
家
の
発
句
百
三
十
六
章
を
収
録
。
刊
記
は
後
表
紙
に
貼
り

付
け
「
蕉
門
俳
諧
書
林
／
京
三
条
通
寺
町
西
江
入
ル
／
菊
舎
太
兵
衛
」
と
あ
る
。

⑧
麗
澤
大
田
中
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
、
元
表
紙
ら
し
く
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
元

題
簽
。「
冬
の
日
注
解　

乾
」、「
冬
の
日
注
解　

坤
」。
乾
坤
と
も
②
の
洒
竹
文
庫

蔵
本
に
同
板
。
下
三
十
八
ウ
に
刊
記
な
く
、
余
白
。
右
下
に
墨
の
汚
れ
（
章
末
図

7
参
照
）。
⑦
の
竹
冷
文
庫
本
と
同
様
に
、
巻
末
六
丁
に
闌
更
以
下
諸
家
の
発
句

百
三
十
六
章
を
収
録
。
刊
記
は
後
表
紙
に
貼
り
付
け
「
蕉
門
俳
諧
書
林
／
京
三
条

通
寺
町
西
江
入
ル
／
菊
舎
太
兵
衛
」と
あ
る
。刊
記
部
、⑦
の
竹
冷
文
庫
本
と
同
板
。

ⅱ　

諸
名
家
句
集
無
添
付
本

⑨
青
森
県
図
工
藤
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
、布
目
地
元
表
紙
。ど
ち
ら
も
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
元
題
簽
。「
冬

の
日
注
解　

乾
」、「
冬
の
日
注
解　

坤
」。乾
坤
と
も
②
の
洒
竹
文
庫
蔵
本
に
同
板
。

下
三
十
八
ウ
に
刊
記
な
く
、
余
白
。
右
下
に
墨
の
汚
れ
。
巻
末
に
①
の
奈
良
大
学

図
書
館
蔵
本
と
同
じ
広
告
あ
り
。

⑩
今
治
市
河
野
美
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
、
元
表
紙
ら
し
く
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
表
紙
中
央
上
部
に
無
辺
元

題
簽
。「
冬
の
日
注
解　

乾
」、「
冬
の
日
注
解　

坤
」。
乾
坤
と
も
②
の
洒
竹
文
庫

蔵
本
に
同
板
。
下
三
十
八
ウ
に
刊
記
な
く
、
余
白
。
右
下
に
墨
の
汚
れ
。
巻
末
に

①
の
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
広
告
あ
り
。
た
だ
し
、「
俳
題
正
名
」
以
下
、

未
刻
。
後
表
紙
見
返
し
に
「
蕉
門
俳
諧
書
林　

京
三
條
通
寺
町
西
江
入
ル
町　

菊

舎
太
兵
衛
梓
」。
こ
の
刊
記
部
、
⑦
の
竹
冷
文
庫
本
と
は
異
板
。

⑪
松
宇
文
庫
本
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
写
真
に
よ
る

　

半
紙
本
二
冊
。
被
せ
表
紙
の
た
め
、
原
本
表
紙
の
様
子
不
明
。
下
三
十
八
ウ
に

刊
記
な
し
。
右
下
に
墨
の
汚
れ
。
そ
の
余
白
部
に
文
化
六
年
版
の
刊
記
を
墨
書
き

し
、「
他
本
此
奥
書
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
本
文
ニ
変
リ
タ
ル
コ
ト
無
シ
」
と
す
る
。
そ

の
後
に
、
半
紙
本
サ
イ
ズ
の
菊
舎
の
「
俳
諧
書
目
録
」
一
丁
を
添
え
る
。
収
録
書

目
は
、
芭
蕉
翁
消
息
集
・
宗
因
発
句
集
・
四
部
録
・
道
は
し
・
指
要
・
三
部
集
・

冬
の
日
注
解
・
季
寄
袖
畳
・（
新
）
五
子
稿
・
蕉
門
中
興
六
家
集
・
半
化
坊
発
句

集　

同
後
篇
・
芭
蕉
新
巻
・
点
印
論
・
格
外
弁
・
蕉
翁
七
部
拾
遺　

同
後
篇
・
玉

藻
集
・
樗
良
句
集
・
五
筑
房
発
句
集
・
樗
良
七
部
集
・
去
来
文
・
三
草
紙
・
一
夜

四
歌
仙
・
力
杖
・
続
一
夜
四
歌
仙
・
俳
諧
世
説
・
発
句
類
葉
集
の
二
十
八
点
。
う

ち
、
蕉
翁
七
部
拾
遺
（
俳
諧
七
部
拾
遺
）
が
享
和
二
年
九
月
刊
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
目
録
は
そ
れ
以
降
の
も
の
。
刊
記
は
後
表
紙
に
貼
り
付
け
「
蕉
門
俳
諧
書
林
／
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京
三
条
通
寺
町
西
江
入
ル
／
菊
舎
太
兵
衛
」
と
あ
る
。
こ
の
刊
記
部
、
⑦
の
竹
冷

文
庫
本
と
同
板
。

　

右
の
う
ち
、
⑤
中
大
図
本
・
⑥
京
大
潁
原
本
・
⑧
麗
澤
大
田
中
本
・
⑨
青
森
県

図
工
藤
本
・
⑩
今
治
市
河
野
美
本
・
⑪
松
宇
文
庫
本
に
つ
い
て
は
本
文
の
照
合
が

出
来
て
い
な
い
の
で
断
定
は
憚
ら
れ
る
が
、
①
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
・
②
洒
竹

文
庫
蔵
本
・
③
綿
屋
文
庫
蔵
Ａ
本
・
④
綿
屋
文
庫
蔵
Ｂ
本
・
⑦
竹
冷
文
庫
本
の
範

囲
で
言
え
ば
、本
文
は
同
板
と
見
な
さ
れ
る
。以
上
の
よ
う
に
管
見
に
よ
れ
ば
、『
冬

の
日
注
解
』
に
は
①
〜
⑥
の
文
化
六
年
版
と
⑦
〜
⑪
の
刊
年
不
明
版
が
あ
る
。
ど

ち
ら
が
先
行
す
る
か
が
実
は
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ

る
。

『
冬
の
日
注
解
』
の
板
木

　

現
存
板
木
は
、
上
巻
の
二
十
九
〜
三
十
二
を
収
め
る
四
丁
張
り
の
一
枚
。
概
寸

は
幅
180
×
丈
670
×
厚
さ
18
粍
。
章
末
図
版
の
図
3
が
二
十
九
・
三
十
を
収
め
る
板

木
の
表
面
、
図
4
が
三
十
一
・
三
十
二
を
収
め
る
裏
面
。
図
5
は
表
面
の
拓
本
複

写
で
、
図
6
が
裏
面
の
そ
れ
。
通
常
の
板
木
に
見
ら
れ
る
反
り
止
め
の
処
置
が
施

さ
れ
て
お
ら
ず
、
左
右
側
面
に
そ
れ
ぞ
れ
「
冬
日
注
カ
イ
」
と
墨
で
書
入
れ
が
あ

る
。
戦
後
に
藤
井
文
政
堂
か
ら
流
出
し
た
板
木
約
五
百
枚
を
平
成
十
年
頃
に
大
書

堂
経
由
で
奈
良
大
学
へ
引
き
取
っ
た
折
に
、
や
は
り
大
書
堂
か
ら
入
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
文
政
堂
旧
蔵
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
板
木
・
拓
本

と
版
本
の
該
当
の
丁
を
照
合
し
て
み
る
と
、
欠
刻
部
等
一
致
し
、
間
違
い
な
く
元

の
板
木
で
あ
る
。

　

こ
の
板
木
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、『
冬
の
日
注
解
』
の
板
木
の
仕
立
て
方

が
判
明
す
る
。
文
化
六
年
版
に
沿
っ
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
板
に
上
巻
29
〜
32
丁

を
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
上
1
〜
28
は
同
様
に
四
丁
張
り
で
七
枚
。
上

33
・
34
・
35
は
一
丁
分
が
余
白
と
な
る
三
丁
張
り
の
一
枚
。
下
巻
の
21
〜
24
は
丁

付
部
の
「
下
」
を
落
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
一
の
板
で
あ
っ
た
と
見
て
間
違

い
な
い
。
そ
の
前
後
は
1
〜
20
で
五
枚
、
25
〜
36
で
三
枚
。
下
37
・
38
の
二
丁
と

玉
屑
序
二
丁
、
自
序
二
丁
、
凡
例
一
丁
で
計
七
丁
。
こ
れ
を
二
枚
の
板
に
収
め
て
、

そ
の
余
白
一
丁
分
か
も
し
く
は
上
巻
末
尾
の
板
の
余
白
一
丁
分
に
題
簽
を
入
れ
た

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
仮
に
袋
が
あ
っ
た
と
す
る
と
そ
れ
を
彫
る
余
裕
も
あ
り
、

四
丁
張
り
で
合
計
二
十
枚
と
い
う
計
算
に
な
る
。

刊
記
の
不
審

　

板
木
と
版
本
を
照
合
す
る
過
程
で
、
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
来

た
の
が
刊
記
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
諸
本
の
項
で
取
り
上
げ
た
①
〜
⑥
は
、
刊
記

部
に「
寛
政
八
辰
七
月
官
許
／
文
化
六
巳
正
月
発
兌
」と
あ
る
。玉
屑
の
序
文
が「
寛

政
八
年
丙
辰
初
冬
」
で
あ
る
の
で
、
七
月
に
官
許
を
得
た
上
で
十
月
頃
に
は
序
文

も
用
意
し
出
版
の
段
取
り
は
整
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
十
三
年
後
の

文
化
六
年
ま
で
ず
れ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
お
そ

ら
く
『
冬
の
日
』
の
版
権
問
題
が
絡
ん
で
い
る
。
安
永
三
年
十
一
月
の
小
本
『
俳

諧
七
部
集
』
刊
行
の
段
階
で
七
部
集
の
版
権
は
、『
春
の
日
』
は
西
村
市
郎
右
衛
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門
に
、『
冬
の
日
』以
下
の
六
集
は
井
筒
屋
庄
兵
衛
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
小
本『
俳

諧
七
部
集
』
は
版
権
所
有
者
で
あ
る
井
筒
屋
・
西
村
に
断
わ
り
な
く
江
戸
の
富
田

新
兵
衛
が
勝
手
に
出
し
て
し
ま
い
、
出
入
り
を
経
て
相
版
に
落
ち
着
い
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
板
木
は
江
戸
に
留
め
置
か
れ
て
富
田
と
共
に
相
版
元
と
し
て
名

を
連
ね
る
山
崎
金
兵
衛
が
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
旧
稿
「『
芭
蕉
』

と
い
う
利
権
（
一
）」（
奈
良
大
学
紀
要
31
号
）
に
詳
述
し
た
。
そ
の
後
、
井
筒
屋

は
天
明
の
京
都
大
火
で
罹
災
し
、
蔵
板
を
全
て
焼
失
。『
冬
の
日
』
以
下
、
半
紙

本
七
部
集
の
板
木
も
失
っ
て
し
ま
う
。
天
明
五
年
頃
に
京
都
出
版
界
か
ら
消
息
を

絶
つ
西
村
の
『
春
の
日
』
の
板
木
の
行
方
は
知
れ
ぬ
が
、
大
火
後
の
『
春
の
日
』

の
扱
い
か
ら
見
て
、
そ
の
版
権
は
大
火
時
に
は
井
筒
屋
へ
動
い
て
い
た
と
考
え
て

不
自
然
で
は
な
い
。
こ
の
半
紙
本
七
部
集
は
、
寛
政
七
年
三
月
に
至
っ
て
筒
井
庄

兵
衛
・
中
川
藤
四
郎
・
野
田
治
兵
衛
の
三
軒
相
版
と
し
て
再
刻
再
版
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
か
、
そ
の
刊
行
を
挟
ん
で
『
冬
の
日
』
の
注
釈
書
を
巡
る
重
類
版
の

一
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
旧
稿「
七
部
解
と
七
部
木
槌
」（
大
谷
大
学『
文

芸
論
叢
』
61
号
）
に
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
の
要
点
を
記
せ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。
書
誌
等
詳
細
に
つ
い
て
は
旧
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

井
筒
屋
庄
兵
衛
・
橘
屋
治
兵
衛
・
大
和
屋
吉
兵
衛
の
三
軒
相
版
で
『
俳
諧
七
部

解
初
篇
冬
の
日
』（
以
下
『
七
部
解
』
と
略
称
）
が
出
た
の
は
同
書
に
「
寛
政
六

寅
仲
春　

木
蔭
庵
」
の
序
文
が
あ
る
の
で
、
寛
政
六
年
二
月
頃
の
こ
と
。
こ
れ
に

村
上
勘
兵
衛
を
加
え
た
四
軒
版
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
七
年
十
一
月
に
東
都
の

衡
山
堂
小
林
長
兵
衛
が
『
冬
の
日
俳
諧
七
部
木
槌
』（
以
下
『
七
部
木
槌
』
と
略
称
）

を
出
す
。
両
書
照
合
し
て
み
る
と
、『
七
部
木
槌
』
の
注
は
70
％
近
く
が
『
七
部
解
』

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
七
部
木
槌
』
に
は
『
七
部
解
』
の
誤
り
を
修

正
す
る
意
識
も
見
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
小
本
と
い
う
書
型
・
紛
ら
わ
し
い
書
名
・

内
容
の
重
複
か
ら
こ
れ
は
明
ら
か
な
重
板
で
、『
七
部
解
』
の
版
元
が
そ
れ
を
見

逃
す
は
ず
は
な
か
っ
た
。『
上
組
済
帳
標
目
』（
以
下
『
済
帳
』
と
略
す
）
の
「
寛

政
八
年
辰
五
月
ヨ
リ
九
月
マ
デ
」
の
部
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
、
俳
諧
小マ
マ

槌
冬
の
日
ノ
部
小
本
、
江
戸
表
出
版
。
野
治
其
外
相
合
よ
り
指

構
口
上
書
、
大
坂
行
事
へ
差
下
候
事
。

　

そ
し
て
、
こ
の
一
件
は
板
木
・
摺
本
没
収
と
い
う
重
板
事
件
の
原
則
通
り
こ
と

が
運
ん
だ
ら
し
く
、
野
田
は
衡
山
堂
か
ら
取
り
上
げ
た
『
七
部
木
槌
』
の
板
木
を

そ
の
ま
ま
使
っ
て
、寛
政
九
年
正
月
に
村
上
勘
兵
衛
と
の
相
版
で
「
冬
の
日
句
解
」

と
新
た
に
題
し
、
出
版
し
て
い
る
。
菊
舎
が
『
冬
の
日
注
解
』
の
「
官
許
」
を
得

た
と
い
う
「
寛
政
八
年
七
月
」
は
こ
の
差
し
構
え
の
真
最
中
で
、
井
筒
屋
・
橘
屋

ら
が
菊
舎
の
企
画
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
菊

舎
は
別
件
差
し
構
え
の
当
事
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
発
句
題
林
集
』
に
関
わ

る
差
し
構
え
で
あ
る
。
詳
細
は
や
は
り
旧
稿
「『
笈
の
小
文
』
の
板
木
」（
奈
良
大

学
総
合
研
究
所
所
報
18
号
）
に
譲
る
が
、
寛
政
六
年
夏
に
菊
舎
が
勝
田
吉
兵
衛
と

の
相
版
で
出
し
た
『
発
句
題
林
集
』
は
、
板
木
が
中
本
仕
様
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
半
紙
本
仕
立
て
と
し
、
か
つ
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雜
の
五
冊
本
の
冬
の
冊
に
刊

記
を
入
れ
る
と
い
う
異
例
の
構
成
を
と
る
。『
済
帳
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
に
つ

い
て
は
、
寛
政
七
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
大
坂
・
京
・
江
戸
の
本
屋
か
ら
三
件
の

差
し
構
え
が
あ
り
、
寛
政
八
年
に
は
書
名
の
勝
手
な
改
変
と
「
丁
数
願
写
本
ト
相

違
」
し
て
い
る
故
を
以
っ
て
、
一
時
「
売
買
差
留
」
の
処
分
も
受
け
て
い
る
。
そ
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し
て
、『
済
帳
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幾
つ
か
の
差
し
構
え
を
吸
収
す

る
形
で
書
名
を
変
更
し
最
終
的
に
相
版
の
中
本
に
落
ち
着
い
た
『
題
林
発
句
集
』

の
刊
記
部
書
肆
名
「
皇
都
／
井
筒
屋
荘
兵
衛
・
野
田
治
兵
衛
・
勝
田
吉
兵
衛
、
浪

花
／
河
内
屋
太
助
・
塩
屋
忠
兵
衛
」
か
ら
、
井
筒
屋
と
橘
屋
が
『
発
句
題
林
集
』

を
『
類
題
発
句
集
』（
安
永
三
年
刊
）『
新
類
題
発
句
集
』（
寛
政
五
年
刊
）
の
類

版
と
見
做
し
差
し
構
え
を
起
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
旧
稿
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。
因
み
に
、
最
終
版
で
は
主
版
元
の
勝
田
吉
兵
衛
の
名
前
が
残
り
、
菊
舎
の

名
前
は
出
て
こ
な
い
。『
発
句
題
林
集
』
の
紛
ら
わ
し
さ
を
菊
舎
が
ど
の
程
度
自

覚
し
て
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
い
か
が
わ
し
い
書
物
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
事
実

で
、
そ
れ
が
ま
た
『
冬
の
日
注
解
』
が
「
官
許
」
を
得
た
時
期
と
重
な
る
の
で
あ

る
。
か
よ
う
な
状
況
下
で
い
く
ら
「
官
許
」
を
得
た
と
は
い
え
、『
冬
の
日
注
解
』

の
刊
行
が
す
ん
な
り
運
ぶ
わ
け
が
な
い
。
井
筒
屋
・
橘
屋
が
そ
の
企
画
を
見
咎
め
、

差
し
構
え
に
及
ん
だ
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
冬
の
日
注
解
』

の
刊
行
が
ず
れ
込
ん
だ
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
井
筒
屋
か
ら
諧
仙
堂
浦
井
徳
右
衛

門
へ
の
版
権
譲
渡
で
あ
る
。
文
化
再
刻
版
の
小
本
『
俳
諧
七
部
集
』
の
目
録
に
よ

れ
ば
、
浦
井
は
遅
く
と
も
文
化
五
年
十
一
月
に
は
『
俳
諧
七
部
集
』『
お
く
の
ほ

そ
道
』
な
ど
井
筒
屋
旧
蔵
の
芭
蕉
関
係
の
主
要
な
書
物
の
板
木
を
蔵
板
す
る
に
至

っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
時
期
は
文
化
三
年
頃
ま
で
溯
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た
旧
稿
「『
芭
蕉
』
と
い
う
利
権
（
一
）」
に
述
べ
た
。
菊

舎
が
『
冬
の
日
注
解
』
に
関
し
て
井
筒
屋
・
橘
屋
と
調
整
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、

井
筒
屋
の
版
権
が
浦
井
に
動
き
、
さ
ら
に
調
整
を
重
ね
て
文
化
六
年
正
月
に
刊
行

の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
冬
の
日
注
解
』
刊
記
部
広
告
に
見
え

る
「
冬
日
解　

小
本
一
冊
既
刻
／
闌
更
説　

車
蓋
著
」
は
、
先
述
の
『
俳
諧
七
部

解
初
篇
冬
の
日
』
を
さ
す
。
こ
の
書
の
文
化
六
年
当
時
の
版
権
所
有
者
は
橘
屋
と

浦
井
だ
っ
た
筈
で
、
そ
の
販
売
が
菊
舎
に
も
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、『
冬

の
日
注
解
』
が
橘
屋
・
浦
井
と
調
整
済
み
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
『
冬
の
日
注
解
』
出
版
に
関
わ
る
不
審
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
諸

本
の
項
で
触
れ
た
⑦
〜
⑪
の
刊
年
不
明
版
の
存
在
で
あ
る
。
問
題
は
文
化
六
年
版

と
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
か
で
あ
る
が
、
①
〜
⑥
で
寛
政
七
年
に
官
許
を
得
た
こ
と

を
殊
更
に
示
し
文
化
六
年
と
い
う
明
確
な
年
記
を
入
れ
た
刊
記
を
、
後
で
わ
ざ
わ

ざ
年
次
不
明
と
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
原
本
に
拠
っ
て
い
な
い
た
め
印

象
の
域
を
出
な
い
が
、
①
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
本
と
⑦
竹
冷
文
庫
本
の
本
文
を
照

合
す
る
に
、
⑦
の
方
が
板
面
の
荒
れ
が
少
な
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
は
つ

ま
り
、
刊
年
不
明
版
の
摺
刷
が
文
化
六
年
版
に
先
行
す
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
そ

こ
で
、
次
の
痕
跡
に
注
目
し
て
み
た
い
。
図
7
は
⑧
麗
澤
大
田
中
本
の
下
三
十
八

丁
ウ
で
あ
る
。
こ
こ
に
①
〜
⑥
に
見
ら
れ
る
文
化
六
年
の
刊
記
は
な
く
余
白
の
ま

ま
残
し
て
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
右
下
の
墨
の
汚
れ
で
、
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
は

あ
る
も
の
の
、
⑦
竹
冷
文
庫
本
・
⑨
青
森
県
図
工
藤
本
・
⑩
今
治
市
河
野
美
本
・

⑪
松
宇
文
庫
本
の
同
じ
箇
所
に
同
様
の
墨
の
汚
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
浚
え
て
い
な
い
板
面
に
墨
が
付
い
て
汚
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
8
は
『
相
法

窺
管
』（
板
木
分
類
番
号
Ｎ
379
）
の
巻
三
の
三
十
丁
、
図
9
は
巻
四
の
二
十
一
丁

の
板
木
（
分
類
番
号
同
上
）
の
鏡
面
図
版
で
あ
る
。
何
れ
も
丁
の
表
で
巻
が
終
り
、

裏
が
余
白
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
か
よ
う
に
本
文
を
囲
む
匡
郭
が
あ
る
場
合
は

匡
郭
を
彫
り
出
し
余
白
部
を
浚
え
て
お
く
の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
場
合
は
手
間
を

125



永井：『冬の日注解』の板木7

－　 －

惜
し
ん
だ
も
の
か
あ
る
い
は
該
当
箇
所
が
節
っ
ぽ
い
の
を
嫌
っ
た
た
め
か
、
匡
郭

部
に
線
は
入
れ
て
あ
る
も
の
の
、
浚
え
ず
に
残
し
て
あ
る
。
板
木
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
こ
の
面
に
は
摺
刷
に
際
し
て
墨
を
刷
か
な
い
。
が
、
刷
毛
が
板
木
の
浚

え
て
い
な
い
部
分
に
は
み
出
す
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
、『
冬
の
日
注
解
』
⑦
〜
⑪

本
の
下
巻
三
十
八
丁
ウ
右
下
に
認
め
ら
れ
る
墨
の
汚
れ
は
そ
の
痕
跡
に
違
い
あ
る

ま
い
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
⑦
〜
⑪
の
本
が
摺
刷
さ
れ
た
時
に
は
下
巻
三
十
八
丁
裏

に
は
何
も
彫
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

⑦
〜
⑪
の
刊
年
不
明
版
の
摺
刷
は
文
化
六
年
版
に
先
行
す
る
と
言
え
そ
う
な
気
が

す
る
。
す
る
と
、菊
舎
は
文
化
六
年
に
浦
井
・
橘
屋
と
の
調
整
に
至
る
ま
で
に
『
冬

の
日
注
解
』
を
勝
手
に
出
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
Ⅱ
ⅰ
と

し
て
分
類
し
た
広
告
を
持
た
な
い
諸
名
家
句
集
添
付
本
⑦
竹
冷
文
庫
本
と
⑧
麗
澤

大
田
中
本
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
巻
末
の
諸
名
家
発
句
六
丁
は
い
か
に
も
付
け
足

し
と
い
う
感
じ
を
免
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
や
は
り
付
け
足
し
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
菊
舎
が
重
類
版
と
し
て
抗
議
を
受
け
た
時
に
、「
こ
の
書

は
単
な
る
『
冬
の
日
』
の
注
釈
書
で
は
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
を
す
る
た
め
の
措

置
だ
っ
た
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。
が
、
そ
の
よ
う
な
姑
息
な
手
立
て
が
通
用

す
る
は
ず
も
な
く
、
結
果
的
に
は
差
し
構
え
と
な
り
、
文
化
六
年
版
に
落
ち
着
い

て
諸
名
家
発
句
六
丁
は
省
か
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。
す
る

と
分
ら
な
く
な
る
の
は
、
文
化
六
年
版
に
先
行
す
る
は
ず
の
Ⅱ
ⅱ
⑨
青
森
県
図
工

藤
本
・
⑩
今
治
市
河
野
美
本
・
⑪
松
宇
文
庫
本
の
三
本
に
、
諸
名
家
発
句
六
丁
が

な
く
、
替
り
に
享
和
・
文
化
期
の
目
録
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
が
、

こ
れ
は
、
文
化
六
年
版
に
落
ち
着
い
た
後
で
、
先
行
販
売
し
た
残
部
を
文
化
六
年

の
刊
記
を
入
れ
た
本
と
併
行
し
て
菊
舎
が
捌
い
て
い
た
と
考
え
る
と
、
分
か
る
よ

う
な
気
が
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
五
日
稿

＊
こ
の
稿
は
平
成
二
十
四
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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図 1　文化 6年版　表紙

図 2　文化 6年版　下38ウ 図 7　無刊記版　下38ウ
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図
3　『

冬
の
日
注
解
』
板
木
　
上
30丁

・
29丁

図
4　
　
同
上
　
板
木
　
上
32丁

・
31丁
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図
5　『

冬
の
日
注
解
』
板
木
拓
本
複
写
　
上
30丁

・
29丁

図
6　
　
同
上
　
板
木
拓
本
複
写
　
上
31丁

・
32丁
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図 8　『相法窺管』板木　巻 3の30丁

図 9　　同上　巻 4の21丁


